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１ アルコールによる人体への影響

◎ アルコールによる人体への影響は、人種や年齢、性別や飲酒習慣にかかわらず、

血中アルコール濃度に依存し、濃度が同じであれば、何人であっても同じ作用が生
じる。

◎ 一般的に言われる「酒に強い・弱い」というのは、アセトアルデヒドの分解能力
の差を意味するものであり、アルコールによる影響の差を意味するものではない。

◎ アルコールの分解能力にも遺伝的背景等により個人差は生じるが、各血中アル
コール濃度で生じる人体への影響は、一定である。

• Koob GF, Volkow ND. Neurobiology of addiction: a neurocircuitry analysis. 
Lancet Psychiatry. 2016 Aug;3(8):760-773. doi: 10.1016/S2215-
0366(16)00104-8. PMID: 27475769; PMCID: PMC6135092.

• Abrahao KP, Salinas AG, Lovinger DM. Alcohol and the Brain: Neuronal 
Molecular Targets, Synapses, and Circuits. Neuron. 2017 Dec 20;96(6):1223-
1238. doi: 10.1016/j.neuron.2017.10.032. PMID: 29268093; PMCID: PMC6566861.

• Cui C, Koob GF. Titrating Tipsy Targets: The Neurobiology of Low-Dose 
Alcohol. Trends Pharmacol Sci. 2017 Jun;38(6):556-568. doi: 
10.1016/j.tips.2017.03.002IF: 13.9 Q1 . Epub 2017 Mar 31. PMID: 
28372826IF: 13.9 Q1 ; PMCID: PMC5597438.



◎ 酩酊症状は、アルコールが神経細胞膜に作用して、その流動性を変化させる
ことにより生じるものである。

神経細胞の種類ごと
に、影響を受けるア
ルコール濃度は異な
る。

脳の各部位ごとに、
それぞれを構成する
神経細胞の種類・割
合が異なる。

c.f.他の薬物の薬理作用：受容体と結合することにより、細胞の機能を変化させる

２ アルコールの作用の仕組み（個人差が生じない理由）

※ 検討会第６回会議・福永先生御説明資料より

◎ 脳の各部位の構成や神経細胞膜の構造には個人差はないため、アルコールの
作用には、個人差はないと考えることができる。



３ 血中アルコール濃度ごとの酩酊症状

◎ 疲労や睡眠不足、他の薬物の併用といった要因により、各血中アルコール
濃度に対応する酩酊症状よりも、さらに重い症状が生じることは考えられる。

◎ 逆に、酩酊症状を生じにくくするような要因は考えがたい。

※ 検討会第６回会議・樋口先生御説明資料より



４ 「道路交通の状況等に応じた運転操作」を行うことが困難と
なる血中アルコール濃度

危険運転致死傷罪の「正常な運転が困難な状態」とは、「道路交通の状況等に
応じた運転操作を行うことが困難な心身の状態」をいうとのことである。

血中アルコール濃度が１．０ｍｇ／ｍＬに至れば、何人であっても、「注意力
や警戒心の低下」、「反応の遅延」、「合理的な決断や分別ある判断能力の低
下」といった症状が現れ、「道路交通の状況に応じた運転操作」を行うことが
困難になると考えられる。

※ 検討会第６回会議・樋口先生御説明資料より【再掲】



アルコールによる運転能力への影響は、低濃度から生じるという研究結果が
多数見られる。

世界アンチ・ドーピング規程禁止表国際基準（２０１７年版）では、自動車競
技においては、血中アルコール濃度０．１ｍｇ／ｍＬでドーピング違反となる
とされていた。

５ 飲酒運転の危険性
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